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高
橋
業
務
隊
長
他
４
名
定
期
異
動	 

　
　

	 

平
成
28
年
７
月
13
日
、
夏
の
定
期
異
動
に
伴
う
修
親 

　
　

会
・
自
衛
隊
協
力
会
合
同
に
よ
る
送
別
会
が
行
わ 
　
　

れ
た
。 

　
　
　

今
回
の
転
出
者
は
、
高
橋
業
務
隊
長
以
下
、
５
名
の
方 

　
　

が
８
月
１
日
付
で
異
動
。
、 

　
　
　

前
田
自
衛
隊
協
力
会
滝
川
隊
区
連
合
会
長（

滝
川
市 

　
　

長）

始
め
内
外
か
ら
１
１
２
名
の
会
員
が
参
加
し
、 

　
　

別
れ
を
惜
し
ん
だ
。
転
出
者
は
次
の
通
り 

　
　
　

高
橋
２
佐
は
、
輸
送
学
校
へ
、
池
井
３
佐
は
、
南
恵
庭 

　
　

業
務
隊
へ
、
樋
田
３
佐
は
中
央
即
応
集
団
司
令
部
へ
、 

　
　

小
林
１
尉
は
11
普
連
へ
、
榎
木
１
尉
は
富
士
学
校
へ 

　
　

そ
れ
ぞ
れ
８
月
１
日
付
で
異
動
。
滝
川
で
の
勤
務
ご
苦 

　
　

労
様
で
し
た
。　
　

	 

　

滝
川
駐
屯
地
納
涼
盆
踊
り
に	 

　
　

会
員
大
勢
参
加	 

　

８
月
２
日（

火）

、
滝
川
駐
屯
地
の「

納
涼
盆
お
ど
り」

が
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
日	 

今
年
一
番
の
猛
暑
日
、
朝
か
ら
グ
ン	 

グ
ン
気
温
が
上
が
り
、
夕
方
に
な
䣬	 

て
も
そ
の
暑
さ
は
変
わ
ら
ず
。　

	 

浴
衣
を
羽
織
䣬
た
老
若
男
女
が
、
暑	 

さ
を
吹
き
飛
ば
す
よ
う
に
お
ど
り	 

の
輪
に
入
り
短
い
夏
を
満
喫
し
て	 

い
た
。
お
招
き
を
受
け
た
、
滝
川
支	 

部
会
員
も
大
勢
駆
け
つ
け
、
踊
り
を	 

楽
し
ん
だ
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

	 　
　
　

	

　

家
族
支
援
に
関
す
る
顔
合
わ
せ	 

　
　

平
成
28
年
８
月
２
日（

火）

、
滝
川
駐
屯
地
に
お
い 

　

	 

て
災
害
派
遣
時
留
守
業
務
担
当
で
あ
る
業
務
隊
厚
生 

　

 

科
主
催
で
、
第
１
回
隊
友
会
滝
川
支
部
及
び
父
兄
会
中 

　

	 

空
知
地
区
協
議
会
と
隊
員
家
族
と
の
顔
合
わ
せ
が
、
諸 

　

 

隊
会
議
室
で
行
わ
れ
た
。 

　
　

	 

顔
合
わ
せ
に
当
た
䣬
て
、
部
隊
の
支
援
要
望
に
対
す 

　

	 

る
、
隊
友
会
・
父
兄
会
と
の
連
絡
・
調
整
要
領
、
施
策
推 

　

	 

進
の
考
え
方
の
説
明
、
連
携
強
化
の
推
進
要
領
、
個
人
情 

　

	 

報
保
護
に
留
意
し
た
事
項
に
つ
い
て
説
明
、
そ
の
後
、 

　

	 

隊
友
会
・
父
兄
会
及
び
隊
員
家
族
の
紹
介
が
あ
り
、
意 

     

志
の
疎
通
を
図
䣬
た
。
支
部
か
ら
北
川
支
部
長
、
柴
尾
・ 

     

麻
生
・
高
橋
副
支
部
長
と
根
本
事
務
局
長
が
出
席 

  

樋
渡
支
部
相
談
役
本
部
表
彰 

　

札
幌
地
方
滝
川
支
部（

支
部 

   

長　

北
川
裕
己）

相
談
役
樋 

   

渡
喜
久
男
氏
は
、
平
28
年
６
月 

   

28
日
藤
縄
祐
爾
会
長
か
ら
隊 

 	 

友
会
事
業
の
積
極
的
活
動
と 

  

充
実
発
展
に
寄
与
し
た
功
績 

  

に
よ
り
表
彰
を
受
け
た
。
氏
は 

  

平
成
10 

年
か
ら
平
成
26
年
ま 

  

で
の
16
年	 

間
、
滝
川
支
部
長 

  

と
し
て
支
部
の
充
実
発
展
に 

  

寄
与
さ
れ
た
活
動
が
認
め
ら
た
も
の
で
２
度
目
の
受
賞
で   

  

あ
る
。
７
月
12
日
、
北
川
支
部
長
か
ら
伝	 

達
を
さ
れ
た
。 

  

ま
た
、
支
部
は
機
関
紙「

隊
友」

投
稿
賞
を	 

同
時
に
受
賞 

  

し
た
。　
　

	 
	 
	 
	 

　

 

　

平
成
28
年
度
自
衛
官
候
補
生
等
巣
立
つ	 

　
　

平
成
28
年
６
月
25
日（

土）

第
10
普
通
科
連
隊（

連
隊
長　

関 

　
　

谷
拓
郎
１
佐）

で
４
月
入
隊
し
た
自
衛
官
候
補
生
等
の
修
了
式 

　
　

が
駐
屯
地
体
育
館
で
行
わ
れ
た
。
生
憎
の
雨
の
中
、
滝
川
隊
区
連 

　
　

合
会
会
長　

前
田
滝
川
市
長
は
じ
め
、
大
河
北
海
道
議
会
議
員
、 

　
　

隊
区
管
内
首
長
、
金
子
自
衛
隊
父
兄
会
中
空
知
協
議
会
会
長
な
ど 

　
　

が
参
加
し
、
前
期
課
程
修
了
に
伴
う
門
出
を
祝
䣬
た
。 

　
　

隊
友
会
滝
川
支
部
か
ら
安
樂
顧
問
を
は
じ
め
北
川
支
部
長
・
樋　

 

　
　

渡
支
部
相
談
役
と
定
年
退
職 

　
　

者
の
会
岩
井
会
長
が
出
席
し 

　
　

た
。 

　
　
　

連
隊
長
式
辞
、
自
衛
隊
滝 

　
　

川
隊
区
連
合
会
長
前
田
滝
川 

　
　

市
長
・
大
河
北
海
道
議
会
議 

　
　

員
の
祝
辞
が
続
き
、
式
の
最 

　
　

後
に
は
、
今
ま
で
育
て
て
く 

　
　

れ
た
ご
両
親
に
感
謝
の
意
味 

　
　

を
込
め
て
、
声
高
ら
か
に
歌 

　
　

を
歌
い
ま
し
た
。
立
派
に
成 

　
　

長
し
た
我
が
子
の
歌
を
聴
き 

　
　

な
が
ら
、
そ
䣬
と
ハ
ン
カ
チ 

　
　

で
涙
を
拭
く
母
親
の
姿
が
、 

　
　

印
象
的
で
し
た
。 

転出者	 

恒例の「同期の桜」で見送り	 

厚生科長の説明	 

滝川支部・父兄会	 受賞した樋渡氏（右）	 

優秀賞を受けた隊員	 

修了式「申告」	 我が子の歌に涙する母親	 



　
　

特
集「

レ
ン
ジ
䣺ー

養
成」

帰
還
式	 

　
　
　
　

平
成
28
年
度
第
11
旅
団
管
内
レ
ン
ジ
䣺ー

養
成
訓
練 

　
　
　

帰
還
式
が
訓
練
担
任
部
隊（

担
任
官　

関
谷
第
10
普 

　
　
　

通
科
連
隊
長）

で
７
月
29
日
、
雨
の
降
る
中
、
大
勢
の 

　
　
　

関
係
者
、
家
族
の
出
迎
え
を
受
け
た
。 

　
　
　
　

５
月
か
ら
開
始
さ
れ
た
、
こ
の
訓
練
も
本
最
終
想 

　
　
　

定
を
持
䣬
て
終
了
し
、
晴
れ
て
レ
ン
ジ
䣺ー

バ
䣹
チ 

　
　
　

を
つ
け
た
精
強
隊
員
が
生
ま
れ
た
。
訓
練
当
初
、
各
部 

　
　
　

隊
で
選
抜
さ
れ
た
隊
員
23
名
は
、
帰
還
時
は
13
名
ま 

　
　
　

で
に
絞
ら
れ
、
厳
し
い
訓
練
を
終
了
し
た
も
の
だ
け 

　
　
　

が
装
着
で
き
る
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
に
月
桂
冠
を
あ
し 

　
　
　

ら
䣬
た
レ
ン
䣹
ジ
䣺ー

バ
䣹
チ
を
付
与
さ
れ
た
。 

　
　
　
　

こ
の
日
、
各
部
隊
や
家
族
の
心
温
ま
る
出
迎
え
風 

　
　
　

景
が
見
ら
れ
、
隊
友
会
滝
川
支
部
は
、
安
樂
顧
問
、
黒 

　
　
　

井
・
樋
渡
各
相
談
役
・
北
川
支
部
長
な
ど
会
員
16
名 

　
　
　

が
レ
ン
ジ
䣺ー

隊
員
を
出
迎
え
、
慰
労
し
た
。 

　
　
　
　

来
賓
等
の
退
場
後
、
久
し
ぶ
り
の
家
族
と
の
懇
談
で　
　

 

　
　
　

は
、
記
念
撮
影
や
同
僚
な
ど
の
差
し
入
れ
を
、
美
味
そ 

　
　
　

う
に
食
べ
る
姿
が
印
象
的
だ
䣬
た
。
。
帰
還
式
、
い
つ
見 

　
　
　

て
も
、
感
動
を
受
け
る
。　
　
　
　
　
　
　
　

	 　
　
　

	
　

栄
光
の
レ
ン
ジ
䣺ー

隊
員
に
な
る
た
め
に
は	 

　
　

レ
ン
ジ
䣺ー

資
格
を
取
得
す
る
た
め
の
レ
ン
ジ
䣺ー

養
成	 

　

教
育
。
ま
ず
は
レ
ン
ジ
䣺ー

養
成
教
育
を
受
講
で
き
る
能
力
が	 

　

あ
る
か「

資
格
検
査」

と
呼
ば
れ
る
素
養
試
験
が
実
施
さ
れ	 

　

る
。
こ
れ
は
体
力
検
査
８
種
目
・
水
泳
検
査
３
種
目
・
身
体	 

　

能
力
検
査
４
種
目
の
合
計
15
種
目
の
試
験
で
こ
れ
に
合
格	 

　

し
、
各
部
隊
か
ら
選
抜
さ
れ
た
隊
員
が
レ
ン
ジ
䣺ー

養
成
過
程	 

　

の
訓
練
を
受
け
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

	 

　

夏
の
交
通
安
全
に
支
部
会
員
街
頭
啓
発	 

　
　
　

支
部
で
は
、
平
成
28
年
７
月
12
日	 

　
　

（

火）

午
後
５
時
か
ら
交
通
量	 

　
　

の
最
も
多
い
、
国
道
12
号
線（

旧	 

　
　

中
央
バ
ス
横）

に
お
い
て
、
夏
の	 

　
　

交
通
安
全
運
動
に
参
加
し
た
。	 

　
　

支
部
会
員
は
じ
め
各
企
業
団
体	 

　
　

や
自
治
体
な
ど
40
名
ほ
ど
が
、
黄	 

　
　

色
い
旗
を
掲
げ「

飲
酒
運
転
は	 

　
　

や
め
よ
う」

「

ス
ピー

ド
の
出
し	 

　
　

過
ぎ
に
注
意」

な
ど
と
行
き
交
う	 

　
　

ド
ラ
オ
バー

に
声
を
か
け
、
交
通	 

　
　

安
全
意
識
の
高
揚
に
努
め
た
。	 

　
　

（

隊
友
紙
８
月
号
に
掲
載）

	 

　

懐
か
し
い
方
が
お
二
人
来
滝	 

　
　

７
月
13
日
、
元
10
普
連
本
管
中
作
業	 

　
　

小
隊
に
勤
務
し
て
い
た
橅
木
雄
二	 

　
　

氏
が
来
滝
し
、
交
流
を
深
め
ま
し	 

　
　

た
。
氏
は
す
で
に
退
官
し
、
茨
城
の	 

　
　

古
河
駐
屯
地
前
で
居
酒
屋
を
開
い	 

　
　

て
い
る
と
の
こ
と	 

　
　

連
絡
先
は
、
古
河
市
上
辺
見	 

　
　

１
１
０
０−

５	 

　
　

８
月
５
日
、
元
連
隊
本
部
第
１
科	 

　
　

庶
務
班
で
勤
務
し
て
い
た
永
野	 

　
　

幸
太
郎
氏
が
ご
夫
婦
で
来
滝
し
、	 

　
　

元
気
な
お
姿
を
見
せ
て
く
れ
ま	 

　
　

し
た
。	 

　
　

連
絡
先
は
、
長
崎
県
大
村
市	 

　
　

今
富
町
１
０−

５
０　
　

	 

　

支
部
連
絡	 

　
　

◎　

８
月
21
日
、
予
定
さ
れ
て
い
た
支
部
対
抗
パー

ク
・
ゴ
ル
フ 

　
　
　
　

大
会
は
、
台
風
の
影
響
で
中
止
と
な
り
ま
し
た
。 

　
　
　

	 

二
連
覇
は
持
ち
越
さ
れ
ま
し
た
。
来
年
に
期
待
し
ま 

　
　
　

	 

し
䣯
う
。 

雨の中、最終想定を終了し駐屯地に帰還	 

帰還報告	 

レンジャーバッチ付与	 

見守る滝川支部隊友会	 

今は何を食べても美味	 

パパかっこいいよ	 

母親にバッチを見せる隊員	 

彼女でしょうか。なんとも	 

微笑ましい	 


